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イス ラー ム の 教え が 繰り 返し 強調 し て いる 
道徳 的 、 社 会 的 に 大 切な 物事 の 一 つが 、 親 威 
に 敬意 を 払い 、 彼 ら に 慈しみ と いた わり を 示 
すこ と で す 。 近い 親 戚 も 、 柄 い 親戚 も 、 全 て 
の 人 た ち に 心から の 愛情 を 抱き 、 関 係 を 保ち 
続け る こと は 、 和 宗教 的 、 道 徳 的 義務 の 一 つ で 
す 。 な ぜ な ら ア ッ ラ ー は 、 「 ア ッ ラ ー に 仕え 
な さい 。 何 も の を も か れ に 併 置 し て は な ら な 
い 。 父母 に 競 切 を 尽く し 、 ま た 近親 や 孤児 、 
負 者 や 血 縮 の ある 隣人 、 血 の な い 隣 人 、 道 
づれ の 仲間 や 旅行 者 、 
お よび あな た が た の 右 
手 が 所 有する 者 (に 親 
切 で あれ ) 。 ア デッラ ー 
は 高慢 な 者 、 う ぬ ば ぼれ 
る 者 を 御 好 み に な られ 
な い 。」 (婦人 草 第 36 
節 ) と 仰せ られ て お ら 
れる か ら で す 。 問 言 者 
ムハンマド ( 彼 の 上 に 
平安 あれ ) も 、 「 ア ッ 
ラー と あの 世 を 信じ る 
者 は 、 親 戚 た ちら に 心 を 配り な さい 。」 「 親 戚 
と の つなが り を 絶つ 者 は 、 天 国 に は 入れ な 
い 。」 と 仰せ られ まし た 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 親戚 の 中 に 、 状 
況 の よく な い 人 が いれ ば 、 物 質 的 、 精 神 的 な 
援助 を 行なわ な けれ ば な り ま せん 。 援助 を 必 
要 と し て いな い 人 た ち で あれ ば 、 彼 ら の 心 を 
喜ば せ 、 目 上 の 人 に は 敬意 を 払い 、 小 さい 者 
た ち に は 慈しみ と いた わり を 持っ て 接し な け 
れ ば な り ま せん 。 こ の こと に 関し て 預言 者 ム 
ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 、 次 の よ 2 う 
に お っ し ゃ られ まし た 。 「 相 手 も し て る か ら 
し な けれ ば 、 と いう 理由 で 親戚 を 訪問 する 人 
は 、 真 の 意味 で 相手 を 心 に か け て いる こと に 
は な ら な い 。 真 の 意味 で の 訪問 は 、 相 手 か ら 
の つなが り が 絶た れ た 後 で も 、 自 分 か ら は つ 
な が り を 絶た ず 、 続 け て いく こと で ある 。」 

この 聖 ハ ディ ー ス か ら 理 解 で きる こと は 
親戚 が 私 た ち に 顔 を 痛 け た 時 に も 、 彼 ら を 訪 





ね 、 近 況 を 問い 、 彼 ら の 状況 に 接し て いく こ 
と が で きれ ば 、 そ の 時 、 親 戚 に 対す る 義務 を 、 
真 の 意味 で 果たし た こと に な る の で す 。 訪問 
を 絶っ て し まっ た 人 を 訪問 し 続け 、 よ く な い 
こと を する 人 に 対し て よい 行い を し 、 そ し て 
その 人 を 許す こと 、 自 身 に と っ て 都合 の 悪 い 
こと で あっ て も 、 真実 を 語る こと 、 こ れ ら は 
款 教 的 、 道 徳 的 な 美徳 で す 。 こ の 訪問 は 、 た 
だ 、 ア デッラ ー の ご 満悦 を 得る た め の も の で 、 
物質 的 な 見 返り を あて に し て は いけ ませ ん 。 
クル アー ン で も 、 ハ デ 
ィ ー ス で も ゃ も 、 親戚 を 気 
に か ける こと は 、 礼 振 
や ザ カ ー ト の よう な 義 
務 の イ バ ー ダ の すぐ 後 
に 続い て 言及 され て い 
まま 。 きれ ほほ 、 と この こ 
と の イス ラー ム に お け 
る 重要 性 を 示し て いる 
の で す 。 イスラーム に 
お いて 親戚 を 訪問 する 
と いう 義務 を 果たす 人 
に 大 き な 報 酬 が 与え られ る の は この た めで す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 親 戚 、 さ ら に は 
あら ゆる 人 々 に 対し 、 物 質 的 、 精 神 的 な あら 
ゆる 形 の 援助 を 行なう こと 、 彼 ら に 対し て 笑 
呈 9 優し い 言葉 を 用 いる こと 、 こ 
れ ら に 注意 を 払い まし ょ う 。 今日 の フト バ を 、 
クル アー ン の 一 つの 章 匂 で 締め くく り た いと 
思い ます 。 「 人 びと よ 、 あ な た が た の 主 を 明 
れ な さい 。 か れ は ひと つの 魂 か ら あ な た が た 
を 創り 、 ま た その 魂 か ら 配偶 者 を 創り 、 両 人 
か ら 、 無 数 の 男 と 女 を 増やし 広め られ た 方 で 
あら れる 。 あ な た が た は アデ アッ ラー を 長 れ な さ 
い 。 か れ の 御名 に お いて お 互い に 頼み ご と を 
する 御方 で あや られ る 。 ま た 近 親 の 絆 を (尊重 
し な さい ) 。 本当 に アッ ラー は あな た が た を 
綴 え ず 見 守ら れる 。」 (婦人 章 第 1 節 ) 
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